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料金改定（平成１６年３月２９日）について 
 

平成 15 年 3 月の高速 2 号東山線(四谷～高針ＪＣＴ間）及び高速 3 号大高線(大高～名古屋南Ｊ

ＣＴ間)の開通に際し、有識者からなる料金問題調査会で審議をし,答申をいただきました。その答

申を基に国土交通大臣より平成 15 年 2 月 3 日に料金認可を受けております。平成 16 年 3 月 29 日

(月)午前 0 時より名古屋線の料金が 650 円から 750 円に変更となります。 

料金改定の詳細については P.20 以降をご覧ください。 

（１）料金改定の背景 

 １ 東山線ルートの変更 
 

      
   当初、東山線は広小路通りで直接名古屋ＩＣへ結ぶルートでしたが、交通公害に対する

住民の見直しの意見などにより検討を重ねた結果、現在のルートになりました。 
 

    
 

都市計画変更の経緯については P.5 以降をご覧ください。 
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 ２ ルート変更によるトンネル構造の採用 
 

 

 現在のルートは市民の憩いの場である東山公園や、名古屋大学のキャンパスが広がる文

教地区とマンションや民家が建ち並ぶ丘陵地帯であることから、環境面に配慮してトンネ

ル構造を採用しました。 
 トンネルを建設するにあたっては周辺の良好な環境面に配慮した施設、安全走行のため

の防災対策の施設を設置しました。 
 このことから、従来の高架よりキロメートル当たり事業費が高くなりました。 

 

【キロメートル当たりの事業費の推移】 

 

            （注） （ ）書は、料金認可回数         

・ Ｈ１４については、トンネル区間を 2.8km（四谷～高針）、高架区間を 0.8km（四谷～

高針）と 1.0km（大高～名古屋南ＩＣ本線ランプ延長を含む）を加えた 1.8km として

算出。 
・ 四谷～高針 3.6km（トンネル区間 2.8km、高架区間 0.8km） 
 

      （※平成 14 年 11 月第 19 回料金問題調査会資料より） 
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 ３ 償還対象事業費（借入金）の大幅な増加 
 

 

 結果として償還対象事業費は９，０９１億円から約２，０７０億円増加し１兆１，１６

０億円と約２３％の増加となりました。 
   これは、現通行料金での交通量の増加（１４％）を大幅に上回っています。 

 

 下の図は、事業費の増加（率）に対し、料金収入が６５０円～８００円でどのくらい増加（率）

になるかを算定したもので、７５０円であれば２２％になり事業費の増加（率）とほぼ同じにな

ります。 
 

                 

（※平成 14 年 11 月第 20 回料金問題調査会資料より） 

 

  このことから、借入金を償還（返済）するために収入の基となる将来交通量や、

借入金に係る将来金利を設定し、償還計画表（返済計画）をまとめた結果、料金改

定に踏み切らざるを得なくなりました。 
 

料金改定手続きの経緯については P.16 以降をご覧ください。 
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（２）開通区間について 

  開通区間（平成１５年３月） 

     新規供用区間の概要 

 
高速１号四谷高針線（四谷～高針）及び高速２号（大高～名古屋南ＩＣ）の２路線

3.7 ㎞が、平成１５年３月２９日に供用されました。 
 

      

（※平成１４年１１月第１９回料金問題調査会資料より） 

 



5 

 

四谷高針線の経緯 －都市計画変更－ 
（※平成１４年１１月第１９回料金問題調査会資料より） 
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（３）償還対象事業費の概要 

 

   料金改定（平成１６年３月２９日）の償還対象事業費は、既供用区間の償還対象事業費

９，０９１億円に、今回の供用区間の償還対象事業費約２，０７０億円を加えた、約１１，

１６０億円となります。 
 

 

                （※平成 14 年 11 月第 20 回料金問題調査会資料より）
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（４）金利について 

 

  将来の借入金支払利息を算出するため将来の金利を設定します。過去の金利の変動をみる

と 9%から 1%までと大きく変動し、平成 2 年以降は、現在（平成１４年９月）に至るまで

の１２年間下降の一途をたどってきています。 
  将来の金利を予測することは非常に困難であるため、平成 2 年のトップから現在までの 12
年間を 1 サイクルと捉えその平均金利を将来金利として設定します。また、現在の金利の状

況から急激に上昇することはないと思われるため、4 年間で将来金利に擦り付くものとして

おります。 
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（５）交通量について 

 

    交通量推計手順                                     模式図  

  

 

  将来の収入算定のため、将来交通量の推計を行います。 
  新規区間の供用時（Ｈ１５）名古屋線の料金が６５０円。供用１年後（Ｈ１６）以降の

料金を７５０円として将来交通量の推計を行いました。換算台数とは、名古屋線の利用台

数に名古屋線の通行料金に換算した小牧線の利用台数を加えた台数です。 
 

 

平成１６年度の日交通量は、料金改定により減少しています。 
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（６）料金収入について 

    将来交通量の推計値をもとに将来の料金収入の算出を行います。  
 

      

   料金収入 ＝ 日平均交通量 × ３６５ × 料金 × 収入実質率 

      

 

  収入実質率とは、普通車・大型車及び現金・回数券・ハイウェイカード等を考慮した 通
行形態別の通行台数をもとに料金収入を普通車料金に換算した収入率です。そのため、大型

車の混入率（プラス要因）及び回数券等の割引率・利用率（マイナス要因）等によって影響

を受けます。 
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（７）管理コストについて 

    将来の管理費の設定については、平成 14 年度の予算額を基にして、供用延長、交通量、物

価上昇率等に相関させて算出を行っています。 
 

 

図 償還計画上の管理費の構成 

（※平成１４年１１月第１９回料金問題調査会資料より） 
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（８）償還計画について 

    償還計画 

  

 

 

  以上の条件をまとめると上記の表となります。また、推計した収入及び支出から償還期

間を算出すると換算起算日（平成８年２月）から３９年１２ヶ月経過した平成４８年２月に

償還が完了する見込みです。 
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（９）諸物価との比較 

    交通機関運賃、物価指数などの指数比較 

 

 

 

（※平成１４年１１月第２０回料金問題調査会資料より） 
 



16 

（１０）料金改定手続きの経緯 

       平成１４年料金改定時の主な経緯 

  

１ 料金問題調査会経緯（諮問から答申（意見書）まで） 

      
年 月 日 相 手 方 事     項 

      
 14.11.12 料金問題調査会  第１９回料金問題調査会

      ・新規供用等に伴う料金について～諮問  
 14.11.13    利用者団体  道路利用者団体からの意見聴取

                  （愛知県トラック協会、日本自動車連盟中部支社） 

 14.11.15    利用者団体  道路利用者団体からの意見聴取

       （愛知県バス協会、名古屋タクシー協会、愛知県タクシー協会）

 14.11.19 料金問題調査会  第２０回料金問題調査会

 14.11.26  料金問題調査会  第２１回料金問題調査会

      ・意見書（案）の審議

 14.12. 3  料金問題調査会  料金問題調査会意見書の提出～答申

 14.12. 3  報 道  料金問題調査会の意見書答申についての記者発表 

  

２ 公社料金認可（案）作成から道路管理者同意、国土交通大臣認可まで 

      
 14.12.5 愛知県トラック協会  料金値下げ等の措置についての要望書提出

14.12.6 愛知県・名古屋市  愛知県・名古屋市が料金改定についての要望書提出 
 14.12.13 愛知県・名古屋市  道路管理者に対し同意申請

 14.12.27  愛知県・名古屋市  道路管理者同意 

 15.1.24 国土交通省  料金認可申請

 15.2.3 国土交通省  料金認可

 15.3.4 愛知県・名古屋市 料金徴収公告（愛知県・名古屋市公報）
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    15.3. 23    高速 2 号大高～名古屋南 IC 間供用開始 

 15.3. 29    高速 1 号四谷高針線供用開始

  

参考資料：利用者団体意見、モニターアンケート、ホームページ意見 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

http://www.nagoya-expressway.or.jp/kosya/jigyo/corp/kaitei/pdf/ikenntou.pdf
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（１１）料金問題調査会  

 １ 名古屋高速道路公社料金問題調査会委員一覧（五十音順）  

（任期：平成 12 年 11 月 1 日から平成 15 年 10 月 31 日まで） 

氏   名 職  名  等 

奥 野 信 宏 名古屋大学総長特別補佐 

河 上 省 吾 名古屋大学名誉教授、関西大学工学部教授 

木 下 喜 揚 （社）中部経済連合会副会長待遇専務理事 

工 藤 尚 武 名古屋商工会議所専務理事 

栗 本   譲 名城大学理工学部教授 

高 田 弘 子 都市調査室代表 

濱 田 道 代 名古屋大学大学院法学研究科教授 

松 井   寛 名城大学理工学部教授 

山 田 基 成 名古屋大学大学院経済学研究科助教授 
 

 ２ 名古屋高速道路公社料金問題調査会開催スケジュール等  

回数 開催日 テーマ 資料等 

１３ 
平成 13 年 6 月 15
日 

会長及び会長代理の選任、名古屋高速道路の事業

概要及び料金制度等 
  

１４ 
平成 14 年 2 月 4
日 

新規供用予定区間の概要、視察調査（交通管制

室・四谷高針線工事現場） 
  

１５ 
平成14年 7月24
日 

名古屋高速道路の事業概要等、名古屋高速道路公

社ホームページの紹介(料金制度・名古屋高速道

路の整備効果など） 
  

１６ 
平成 14 年 8 月 5
日 

名古屋高速道路の料金制度、償還計算上の条件   

１７ 
平成 14 年 9 月 5
日 

償還計画策定のための基本的事項について   

１８ 
平成14年 9月12
日 

償還計画案の策定に向けた検討について   



19 

１９ 
平成 14 年 11 月

12 日 
諮問、これまでの調査会の纏め、その他 

諮問文 

議事録 

 

２０ 
平成 14 年 11 月

19 日 
償還計画について、利用者等からの意見につい

て、意見書の構成について 
議事録 

 

２１ 
平成 14 年 11 月

26 日 
名古屋高速道路の料金についての意見書（案）に

ついて 
議事録 

 

  
平成14年12月 3
日 

答申 

答申文    

意見書 

意見書参考資

料 

意見書概要 

 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

http://www.nagoya-expressway.or.jp/kosya/jigyo/corp/kaitei/pdf/simonn.pdf
http://www.nagoya-expressway.or.jp/kosya/jigyo/corp/kaitei/pdf/19giziroku.pdf
http://www.nagoya-expressway.or.jp/kosya/jigyo/corp/kaitei/pdf/20giziroku.pdf
http://www.nagoya-expressway.or.jp/kosya/jigyo/corp/kaitei/pdf/21giziroku.pdf
http://www.nagoya-expressway.or.jp/kosya/jigyo/corp/kaitei/pdf/tousinbun.pdf
http://www.nagoya-expressway.or.jp/kosya/jigyo/corp/kaitei/pdf/ikensyo.pdf
http://www.nagoya-expressway.or.jp/kosya/jigyo/corp/kaitei/pdf/ikensyosannkousiryou.pdf
http://www.nagoya-expressway.or.jp/kosya/jigyo/corp/kaitei/pdf/ikensyosannkousiryou.pdf
http://www.nagoya-expressway.or.jp/kosya/jigyo/corp/kaitei/pdf/ikensyogaiyou.pdf
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（１２）料金改定に伴い導入された新たな料金制度 

１ 料 金 

   料金改定実施時期  

   平成１６年３月２９日(月)午前０時  

 料金改定額 

料金圏 車  種 改定料金 現行料金 前回改定 

名古屋線 
普通車   ７５０円   ６５０円 平成 7 年 9 月 20 日 

（8 年 6 月経過） 大型車 １，５００円 １，３００円 
 

※  現行回数券をご使用のお客様は、差額、普通車１００円、大型車２００円を足してご利用下

さい。 
   （なお、新回数券との交換を行います。詳細は、改めてお知らせいたします。） 

 

※  尾北線（小牧線）については、現行料金（普通車３５０円・大型車７００円）のまま変更あり

ません。 
 

  

２ 料金の割引について 

 料金改定に伴い、次の割引を実施することとなります。 

 （１） 特定料金区間の新設 

 
  路線端末や料金区界における短区間利用者の不公平感解消や街路の渋滞緩和を図るため、

尾北線（小牧線）に特定料金区間（３区間）を新設しました。  
 

  

     （開始時期）市道高速１号四谷高針線の供用開始日(平成１５年３月２９日)から 

     （特定料金徴収区間及び特定料金） 

料金圏 特定料金の区間 特定料金 

尾北線 
（小牧線） 

名古屋市北区大我麻町～西春日井郡豊山町豊場 
（楠ＪＣＴ⇔豊山南出入口） 

普通車  200 円  
大型車  400 円 小牧市元町二丁目～同市大字村中 

（堀の内入口⇒小牧ＩＣ）  
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 （２） セット回数通行券の新設 

 
  名古屋高速道路（名古屋線）と東名阪自動車道（料金均一区間）を乗り継ぐ場合の割高感の

解消を図るため、組み合わせ型（セット）回数通行券を新設しました。 
 

  

   （開始時期）市道高速１号四谷高針線の供用開始日(平成１５年３月２９日）から  

     （価格及び割引率） 

車種区分 セット回数券料金（円） 

割引率 1 回あたり（円）
名古屋高速 東 名 阪 名古屋高速 東 名 阪

計（セット価

格） 

普通車  
（ ２ ４ 回

券） 

軽自動車等 

   
１３，０００

円 
（１５，０００

円） 

  ８，００

０円 

２１，０００円

（２３，０００

円） 

   
約１７％ 
   
  

    ８７５円 
  （約９５８円）

普通車 
 １０，００

０円 

 ２３，０００

円 
 （２５，００

０円） 

   約９５８円 
（約１，０４２

円） 

中型車 
 １２，００

０円 

  ２５，０００

円 
 （２７，００

０円) 

 約１，０４２円

（約１，１２５

円） 

大型車  
（ ２ ４ 回

券） 

大型車 
 ２６，０００

円 
（３０，０００

円） 

１６，０００

円 

  ４２，０００

円 
 （４６，００

０円） 

 約１，７５０円

（約１，９１７

円） 

特大車 
 ２４，００

０円 

  ５０，０００

円 
 （５４，００

０円） 

 約２，０８３円

（約２，２５０

円） 
 

  ※（  ）書きは、料金改定（平成１６年３月２９日）後の料金です。 
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 （３） ポッキリ回数通行券の導入 

 

  料金所でのサービスタイムを短縮し渋滞を解消するため、料金所で購入しやすい、釣銭を要

しない券種の回数通行券を料金改定の時（平成１６年３月２９日）に合わせて導入します。な

お、販売開始日につきましては、改めてお知らせいたします。 
 

     （価格及び割引率） 

料金圏 回数券の種類 
普通車 大型車 

料 金 割引率 料 金 割引率 

名古屋線 

※ １５回券 10,000 円 約１１％   20,000 円 約１１％ 

※  ３２回券 20,000 円 約１７％     40,000 円 約１７％  

   １００回券 61,100 円 約１９％ 122,200 円 約１９％ 

尾北線  （小

牧線） 

※  １６回券  5,000 円 約１１％     10,000 円 約１１％ 

※  ３４回券 10,000 円 約１６％  20,000 円 約１６％ 

   １００回券 28,500 円 約１９％ 57,000 円 約１９％ 
 

  ※ 現行の９回、２４回券が上記 ポッキリ回数券 に変更となります。 

  

 （４） ＥＴＣ前払制度の新設 

     ＥＴＣシステムの運用に合わせて、ＥＴＣ前払制度の新設をすることとなります。 
 

  （開始時期）平成１６年３月１日から （６集約料金所（楠、高針、星 崎、千音寺、大山川、小

牧）及び４箇所の都心環状線の一般料金所（東新町、東別院、名駅、丸の内）に限

ります。） 
 

 

    （前払金及び割引率） 

前払金 利用可能額 割引率 

１０，０００円 １０，５００円 約 ５％ 

５０，０００円 ５８，０００円 約１４％ 
 

ＥＴＣシステムについてはこちら 

料金問題調査会意見書 

 

http://www.nagoya-expressway.or.jp/etc/index.html
http://www.nagoya-expressway.or.jp/kosya/jigyo/corp/kaitei/pdf/ikensyo.pdf

